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＜今月のお祝い＞ 

会員誕生日 
大野賢次君   関谷永久君 
摂田順一君 

夫人誕生日 
上野良子様   関谷ミサ子様 
粕谷美代子様  馬路悦代様 

結婚記念日 

齋藤福太郎君  後藤賢治君  

宮寺成人君   滝沢文夫君  

水村雅啓君   上野弘勝君  

森田英郎君   齋藤栄作君  

関根靖郎君 

＜１２月のプログラム＞ 

 当番 内 容 

 5 日 摂田 
会員卓話 石川嘉彦会員 
「入間市の文化財について」  

12 日 豊田 座禅例会(馬路会員) 

19 日  クリスマス例会 ﾍﾘﾃｲｼﾞ飯能 

26 日  年越し蕎麦例会 

 

≪ビジター・ゲスト≫ 

米山記念奨学生 スヘバートル･ジャウフラント様 
 

●●●会長の時間       友野政彦会長 

来月の第一例会は年次総会になります。当入間

ロータリークラブでは例年、指名委員会を設置し

ています。本年度も指名委員会の設置を細渕指名

委員長にお願いします。 
さて、今日本が誇る「おもてなし」が揺らいで

います。食材の虚偽表示が今週になっても拡大し

ているのです。特に牛肉やエビなどで、高価な物

を安価な物に代替しているケースが目立ちます。

牛肉では加工肉をステーキと称して提供してい

る事例が多く見受けられました。肉片を結着剤と

共に固めて自由に形を変えた成型肉や、赤身の肉

に牛脂を注入して「霜降り」状にした加工肉は「ス

テーキ」と表示してはならないとの事です。また

バナメイエビを芝海老、ブラックタイガーを車海

老と証するのも明らかな虚偽でしょう。ホテルコ

ンサルタントによれば、レストラン等の飲食は利

益率が低い為安い食材を使いメニューを偽った

可能性が高いとの事です。どの業界においても、

単なる誤りは起こり得る事でしょうが、故意に偽

ったとなれば非常に罪深いことです。しかも今回

舞台となったのは一流ホテルや老舗百貨店です。

信頼を築くのは時間がかかり、それを失うのはあ

っという間なのに、自らがブランドを壊してしま

いました。 
改めて云うまでもなくロータリークラブが他の

団体と異なるのは職業奉仕の存在です。2009～
2010 年度に加藤ガバナーの下、平岡地区職業倫
理委員長が編集した「社訓・家訓集」ここにあり

ます。これを見ますと各クラブの会員の事業所の

社訓に、ロータリーの 4つのテストと似ているも
のも多いなと感じました。4つのテストはハーバ
ート・テイラーが自らの会社に掲げた社訓です。

「真実かどうか」、つまり商品に偽りがあっては

ならないことは時代が変っても不変の職業倫理

である事を再確認しました。 
●幹事報告         西山祐三幹事 

第 5回定例理事会報告 ＜協議事項＞ 

1.12 月、1月のプログラムについて 

2.入間南 RC 合同例会､万燈まつり慰労会会計報告 
＜報告事項＞ 

①11/29 第 2570 地区大会 場所:所沢ミューズ、

午前中,会長幹事等セミナー 13:15記念コンサ

ート,14 時本会議 交通手段各自で現地集合。 

②11/6 丸広パーティメニュー試食会に参加 

③11/15地区社会奉仕委員会 坂戸文化会館に於

いて吉永章子会員、齋藤栄作会員出席 

④11/18 入間市表彰審査会 

⑤11/28 冬の交通安全出陣式 

⑥市民憲章推進被表彰者推薦 締切 11 月 29 日 

⑦ロータリーレート １＄ 100 円 

⑧来週の例会に加藤玄静パストガバナーご来訪 

多数のご出席をお願いします。 

■会報委員長：関谷 永久  ■当番：齋藤 福太郎 

■事務所：〒358-0023 入間市扇台 3-3-7 ハイツ斎竹 101 号

Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788    

Email：iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

2013-14 年度 RＩテーマ

■ 2013-2014 ＲＩ会長：ロン Ｄ. バートン  
■ ＲＩ第 2570 地区ガバナー：中井 眞一郎 

■ 会長：友野 政彦 幹事：西山 祐三  

■ 例会日：木曜日 12：30～13：30   

■ 例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケット・ホール 

     Tel.04-2963-1111 
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●委員長報告  

雑誌委員会         水村雅啓委員長 

 今月はロータリー財団月間です。今年度から新

しい補助金システムがスタート。世界最初の承認

となったグローバル補助金による事業記事をお

読み下さい。又、11 月 4～10 日は世界インター

アクト週間です。当地区の記事が出ています。 

｢わがまち・そしてロータリー｣は 10 月号からス

タートした今年度の新連載です。｢わがまち｣を通

じてロータリーと地域の関わりを紹介していて、

中々楽しい連載で、今回は愛知県名古屋市です。  

プログラム委員会       晝間和弘委員長 

12月のプログラムは表記どおりです。尚、12/12 

の座禅例会は長徳寺にて12時30分より行ないま

す。少し寒いと思いますが、当日はゆったりとし

た服装で多くの方のご参加お願いします。 
地域発展委員会        大野賢次委員長 
 入間市の防犯カメラ設置場所が決定いたしま
した。図書館が夜９時迄開館した事により産文セ

ンターの中庭を予定しております。又詳しく決ま

りましたら随時ご報告いたします。 

加藤国夫エレクト 
 10/30に国際奉仕セミナーに参加してきました。 

お手元に回覧いたしました日豪の募集に関して

をご覧になって下さい。姉妹クラブ提携もお願い

したいとのお話しもありました。 
 

＜出席報告＞         豊田義継出席委員 

会員数 出席数 出席率 前回修正率

39 名 33 名 86.8％ 92.3％ 

事前欠席連絡 2 名 
 

＜ニコニコＢＯＸ＞      滝沢文夫ＳＡＡ 

友野政彦君～山根先生本日は予防接種ありがと

うございます。加藤さん写真ありがとう。齋藤金

作君、石川嘉彦君、岩崎茂君、山岸義弘君、吉永

章子君、細淵克則君、摂田順一君、西山祐三君、

宮寺成人君、晝間和弘君、齋藤栄作君、宮崎正文

君、木下登君、豊田義継君、田中快枝君～加藤さ

ん写真ありがとうございます。滝沢文夫君～痛く

ない注射ありがとうございました。 

本日\72,000    累計\381,000 
 

■回覧、配布物   

① ロータリーの友 11 月号  

② ガバナー月信 2013 Vol.5 

③ 第 38 期生日豪青年相互訪問代員候補者募集案内 

④ 骨髄移植推進財団 20 周年上演お礼状 

⑤ ｢SAKUJI 作戦｣推進について 

⑥ 12/12 座禅会出欠表 

⑦ ロータリー文庫決算書総括表 

⑧ 日台ロータリー親善会議ツアー参加申込書 

⑨ 第２回いるま環境フェアー報告書 

⑩ 茶の香めーる Vol.50 

⑪ 昨年度国際奉仕部門地区事業委員会報告 

⑫ 他クラブ週報＆例会変更のお知らせ 

⑬ 週報 15 号・16,17 合併号 

■■■ 会員卓話・私の健康の秘訣■■■ 
齋藤福太郎会員 

 私は昭和 37 年から三年続け

て腹を切り、執刀の先生から

「タバコ」を止めたらと言われ、

其れ以来たばこは止めていた。

しかし、昭和 41 年に秋田県の花輪安定所管内の

中学校に求人のお願いに出かけ、二,三校廻り指

定された旅館で先生方との宴席を囲み夜、床に就

き、うとうととし始めた時に｢ドカン｣と音がしま

した。誰か部屋を覗いている姿が見え、｢誰だ｣

と大声で叫ぶと相手は屋根伝いに逃げて行きま

した。私は興奮の余り、飲み残しのビールと置い

てあったピースに手をつけてしまい、ヘビースモ

ーカーに戻ってしまった。話は変わって、今から

20 年程前に新狭山駅からタクシーに乗り、礼を

尽くして「運転手さんタバコを吸って良いです

か？」と話したところ「吸わないで下さい。」と

言われ、尚且つ「お客さんタバコの何処が良いん

だよ」の言葉で、滅多にカッとしない私ですが、

その場でタクシーを降り歩いて新狭山の駅まで

戻って家に帰りました。この気持ちがどうしても

溶けないで、やはりこれはタバコを吸ってはいけ

ないとの神のお告げだと、自発的にタバコを止め

ました。其れからは一度もタバコを吸っておらず、

私にとっては良かった事だと思っています。 
 

 
 

齋藤金作会員 

 先ず断っておきたいのは、私は

「健康の秘訣」など持ち合わせて

いないので、日常の過ごし方を述

べてみたい。朝五時前起床、40

分のウォーク、帰宅後、庭でスト

レッチと続いて濡れタオルで全身摩擦、次に仏壇

に朝の挨拶。趣味と運動はゴルフ・園芸・カメラ・

美術鑑賞・旅。睡眠時間 6.5～7 時間です。 

 問題は頭脳(心)の健康管理である。生きている

我々には否応なく「老い」が進んで来る。この現

象は避けて通ることの出来ないものであるが、困

る事にこれに伴って「呆けてくる」ことも生じて

来る。呆け=耄碌 これは人によって個人差があ

り、努力によって或る程度「回避」する事が出来

たり「防御」できたりする様に思われる。 

昔、誰かが言った呆け防止に役立つ四つの方法、

毎日①10,000歩行 ②1,000文字を書く ③100回

噛む ④10 回ありがとう(感謝)。しかし問題は②

の１日最低 1000 文字消化すべしである。現代人

は文字関連の機材が導入されてから本来の文字

を書くことを忘れ果て、文字が書けない、読めな

くなる事が心配される大きな問題である。 

私の呆け防止策の１つに可能な限り新聞・本、

雑誌をよく読み、書き留めることに努め、見たこ

と・聞いたこと・読んだことの覚書が今、七冊と

なり、今後も続けていきたいと思っております。 

会報委員会（関谷・平岡・忽滑谷）


